
 

 

１ 国語に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数学に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 英語に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査結果の分析について    平塚市立金旭中学校 

 
 

【特長】 

・「目的や場面に応じて質問する内容を検討することができるかどうか」や、「聞き取ったことを基

に、目的に沿って自分の考えをまとめることができるかどうか」など、話すこと聞くことに関する

課題は概ねできている。 

・漢字や四字熟語の継続的な指導により、事象や行為、心情を表す語句について、理解し適切に使う

力がついてきていると考える。 

 

【課題】 

・「意見と根拠」「具体と抽象」などの情報とその関係についての理解に課題が見られる。段落ごとの

関係や説明文の構成を適切にとらえることができるような指導が必要である。 

・「自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く」や「文章の構成や展開、表現の効

果について、根拠を明確にして書く」設問に対して、無解答の割合が高く、課題が見られる。 

【特長】 

・分配法則を利用した数と整式の乗法の計算をすることの問題がよくできており、数と式の領域にお

いて、多項式の計算についての基本的な事項は理解度が高いと考える。 

・数に関する事象を数学的に考察する場面において、ほとんどの生徒が問題における考察の対象を明

確に捉えるとともに、正確に解答することができている。 

 

【課題】 

・関数を用いて事象を捉え考察する場面において、事象の特徴を的確に捉えることや反比例の意味の

理解に課題が見られる。 

・事象における数量の関係を見いだし考察する場面において、与えられた表やグラフから、必要な情

報を適切に読み取ったり、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明したりすること

に課題が見られる。 

【特長】 

・ある状況や場面の英語を聞き、その内容を理解して必要な情報を正確に捉えることができる。日頃

からデジタル教科書を活用し、繰り返し音声を聞く活動に取り組んできた結果だと考える。 

・話すことでは、質問に対し理由も含めて、概ね正確な英語で答えることができる。これは簡単な英

語を用いたペア活動やALT とのコミュニケーション活動の結果だと考える。 

 

【課題】 

・文を正確に書く力が課題となっている。人称代名詞や動詞の語尾変化など、英文の基礎となる事項

から復習に取り組み、正確に書く力を身に付けていく必要がある。 

・まとまりのある文章を読んで要点を把握する力に課題が見られる。語と語の関連や代名詞などを手

掛かりにして各段落の要点を把握するために、長文読解練習を繰り返し行う必要がある。 



4 生徒質問紙の結果より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「自ら進んで学び考える生徒の育成」に向け、授業の始めに学習目標を示し、授業や単元の途中や終

わりに振り返りを行い、学習状況を把握し次につなげる工夫をする。 

・「心豊かな生徒の育成」に向け、道徳教育で、自分の考えを深め、友達と話し合い、議論する機会を

通じ、自分とは違う意見に触れ、相手の立場に立って、互いに認め合う活動を充実させる。 

・「健やかな心身の育成」に向け、充実した学校生活を過ごすことができるよう、生徒会活動を中心と

した学校行事等の一層の工夫を図り、生徒主体の活動を支援すると共に、生徒自ら規範意識を醸成す

る場や機会を提供し、生徒たちの成長を支える。 

・「地域とともにある学校」に向け、授業公開や学校行事等を地域に知らせると同時に、地域活動への

参加を促し、生徒が、地域社会をよりよくするために何をするべきかを考える機会とする。 

ご家庭で取り組んでいただきたいこと・地域の方に知っておいていただきたいこと 

【特長】 

・学校教育活動の中で、道徳などの話し合い活動を通して自分と違う意見に触れ、相手の立場に立っ

て物事を考えることができる。また多くの教科で ICT機器を活用し、わかる授業の実践に ICT 機器

が役立っていると考えられる。 

・将来の夢や目標をしっかりと持ち、今住んでいる地域や社会をよりよくするために何かをしていき

たいと考えている生徒の割合が高い。 

 

【課題】 

・授業時間以外で学習時間を確保している生徒の割合は高いが、家庭学習を自分で計画的に進めるこ

とが課題として考えられる。休日の生活も含め、家庭と連携をし、改善を図りたい。 

・家で本や新聞などの活字に触れる生徒の割合が低いものの、読書が好きな生徒の割合は高いので、

日々の朝読書の時間を大切にする指導を継続していきたい。 

・基本的な生活習慣の確立にご協力をお願いします。そのためにも、引き続き携帯電話やスマートフォ

ンの使用、テレビ等の視聴やインターネットの活用についてもお子様と話し合い、ご家庭で決めたル

ールの下、有効に使えるようご指導をお願いします。 

・学習面では、家庭学習が習慣化されていない状況がやや見られます。基礎・基本の定着には家庭学習

が大切です。生徒が主体的に家庭学習を進めていけるよう、ご家庭でも声掛けをお願いします。 

・将来にわたって自他を尊重し、社会の一員として進んで規範を遵守しようとする意識について、ご家庭

における様々な場面を通して、お子様と一緒に考えていただけますと幸いです。 

授業・学校生活の充実に向けた取組 


